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「地域モビリティ」への活用

「誘客イベント」での活用

「防災事業」での活用

紹介例
①

紹介例
②

紹介例
③

（清満地区）「買物行こカー」

（九島地区）「九島くるりんウォーク」

（奥南地区）「防災フェスティバル」

「免許返納して、不便になった」
「友達が参加しているので。お誘いの声かけをもらった。」
「外出を楽しむせっかくの機会（何かしら機会がないと、
外に出ようとする気持ちもしぼむ）」

お天気も心配されましたが３年ぶりに開催！
（コロナ禍での活動自粛や制限などで

令和２年度～令和３年度の開催は中止）

令和３年度小学生作、防災感想文及びマップは、文部科学大臣賞を受賞しました
「第18回小学生のぼうさい探検隊マップコンクール」（（一社）日本損害保険協会ほか主催、内閣府、文部科学省ほか後援）

開催年数を重ねるごとに、小学生たちの学びの成長とともに
地域の情報共有や防災知識の浸透が図られています。

地域の活性化に！

参加者負担や他の支援制度を組み合わせ、経
費軽減など持続可能な仕組みつくりも検討
しています

乗車定員20名（通常期）
令和３年度より感染対策のため定員10名に減員

☆対象経費☆

☆対象経費☆

☆対象経費☆

車両（運転手）代金、
燃料費、チラシ印刷費用、消耗品費　等

チラシ印刷費用
消耗品費・スタッフ経費
備品購入費　等

教材代、講師謝金
チラシ印刷費用
消耗品費　等

☆実　　績☆

☆参加者数（令和４年度）☆

☆参加者等☆

令和元年度　１回　
令和２年度　３回

令和３年度　２回
令和４年度　３回
（次回２月開催予定）

島外参加者
申込人数　203名
（当日雨天により、最終参加120名）
スタッフ従事者
計58名 （島内42名・島外９名・消防団７名）

奥南小、地元11地区民、地元消防
団、宇和島消防署吉田分署、奥南
地区社会福祉協議会、吉田地区防
災士会奥南支部、宇和島市危機管
理課・吉田支所
地震体験車、消防車（はしご車）の
展示

☆紹介内容☆

☆紹介内容☆

☆紹介内容☆

令和元年度に初の実施～令和４年度まで事業継続
背景… 全国的な高齢者の運転操作誤りによる事故増加

と免許返納後の移動手段確保が困難な状況との
悪循環。

　　　　　　　　　　　　　　

⇒

　　　 買物難民対策・独居高齢者の生活補助・交流機
会の増加・コミュニティバスや住民タクシーの
補完等の必要性から、『まずはやってみること』
から始まりました！

高齢者に「実際に手に取って買う」喜びを感じ
てもらうことが最大の目的
　「暮らサポきよみつ」（地域活動の組織）による事前準備
や当日の添乗員同行など人的支援にも支えられています。

　地域づくり第１期当初（平成26年度）から、地域が
意欲的に企画・実施する誘客イベントに活用されてい
ます。
　３つのコースから自分にあったものを選び、九島の
自然や観光名所を楽しみながらウォーキングを行うイ
ベントです。
　地域内外からのスタッフの協力により盛大に開催さ
れ、参加者の安全確保のため、参加者負担による保険
加入も行われています。

　令和２年度から３年連続で開催している『防災フェスティバル』
にも交付金を活用し、地域の防災意識を高めています！
背景… 奥南地域の方が作成した『防災地図』を元に、小学校と

地域が一緒に『防災』を考えることから始まりました。

　防災フェスティバルでは、防災知識や救護体験など地域の方々
をはじめとして、みんなで知識と体験を深め、小学生たち自身で
も防災マップを作りました。
　更に、作成した防災マップを活用して、小学生と地域住民で意
見交換を行い、防災意識を高めています。

交通手段や
生活支援の一助に！

参 加 者 の 声

今年は、
トイレカーも配備！

地域内に全戸配布済の防災地図
受賞後の防災マップは、地域づくり交付金以外の支援も受けて、
地域内全戸に配布

地域の
防災活動に！

買い物中の笑顔もですが、
道中の笑顔も素敵です

産直品や手作り商品の販売を行う『九島・島の市』
も同時開催！島民をあげて観光や産業の賑わいを
図ります。
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　宇和島市の地域づくりを「自分たちの
地域のために、自分たちで行動する」と
いう理念に基づき、住民主体となり、活
力のある、誇りの持てる地域づくりを推
進することを目的としています。

※�地域づくり交付金は、
各地域づくり協議会か
らの申請となります。

地域づくり協議会数
全32地区（小学校区又は公民館区を基本単位)

年間総予算額
5,000万円／年（平成30年度～令和４年度）

※�地域の人口数や高齢者率、
　子ども数等により、交付金額
　は異なります。

　「地域づくり協議会」では、その地域において活動する
各種団体や人材と連携及び協力をしながら、地域の誰もが
参画することができるように、開かれた運営体制に努め、
交付金を活用する実施事業の検討やその執行について、協

議会内での合意を得るための会議を開くなどして決定しています。
�宗教活動及び政治活動並びに法令その他公共の福祉に反するもの
など、対象外事業もあります。

　交付金の活用事業については、事前申請が必要です。

★�地域コミュニティの活性化に関すること
★高齢者福祉及び生活支援に関すること
★�青少年の健全育成及び子育て支援に関す
ること
★�地域の安心・安全に関すること
★地域環境の保全に関すること
★�コミュニティビジネスに関すること
★その他地域づくりに関すること

交付金の目的

地域づくり協議会　　

地域づくり協議会の構成等

対象事業

「地域の施設・備品整備」での活用紹介例
④ (三間地区)「集会所整備等」

☆対象経費☆
備品購入費
修繕費
原材料費　等

☆紹介内容☆
集会所にテレビやポータブル電源を配備！
避難時に安心して集まれるよう、地域拠点を整えるためにも活用されています。
※ 光熱水費など、日常の集会所等の経費は交付金の対象外です。
（但し、自治会設置の防犯灯電気料補助など一部対象経費となる場合もあります。）

この他にも、地域の伝統芸能継承や世代間交流、美化清掃活動など、
さまざまな地域活動において、地域づくり交付金が活用されています。

平成30年４月１日～令和５年３月31日平成30年４月１日～令和５年３月31日

　宇和島市において、地域に密着した課題解決や現状を
踏まえたニーズに対応し、地域社会の維持及び活性化に
寄与するために地域が行う公益事業を実施する場合に、
交付金等の地域支援を行っています。

【地域づくり交付金事業に関する問合先】
宇和島市役所　企画課　企画係
電　話：0895－49－7003
E-mail：kikaku1@city.uwajima.lg.jp
F A X：0895－20－1905

集会所にテレビを配備 ポータブル電源を配備

第２期実施期間
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